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鬼
怒
川
･
小
貝
川
で
河
川
工
事
始
ま
り
ま
し
た

上
平
低
水
護
岸
工
事

河
間
小
学
校
で
出
前
講
座
開
催

｢

小
貝
川
の
水
防
と
自
然
に
つ
い
て
」

鬼
怒
川
・
小
貝
川
通
報
連
絡
セ
ン
タ
ー

水
質
事
故
対
策
訓
練

◆
昭
和
六
十
一
年
八
月
、
台

風
十
号
に
よ
り
茨
城
県
内
の

小
貝
川
が
は
ん
濫
し
大
き
な

被
害
が
発
生
し
て
か
ら
二
十

五
年
が
経
ち
ま
し
た
。
ま
た
、

今
年
は
三
･
一
一
東
日
本
大

震
災
や
台
風
十
二
・
十
五
号

な
ど
全
国
各
地
で
大
き
な
災

害
に
よ
り
被
災
し
て
い
ま
す
。

◆
下
館
河
川
事
務
所
で
は
、

十
二
月
四
日
（
日
）
に
当
時
の

状
況
を
振
り
返
り
、
こ
の
経

験
を
風
化
さ
せ
る
こ
と
な
く

後
世
に
語
り
継
ぐ
と
と
も
に
、

日
頃
の
防
災
意
識
を
高
め
る

こ
と
を
目
的
に
、
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
。

◆
復
旧
時
に
事
務
所
長
で
お

ら
れ
た
福
田
昌
史
（
現
高
知
工

科
大
学
理
事
）
の
基
調
講
演
や

は
ん
濫
の
被
害
を
経
験
し
た

住
民
の
方
、
先
頭
に
立
っ
て

住
民
救
助
や
復
旧
に
当
た
っ

て
い
た
筑
西
市
・
下
妻
市
・

常
総
市
の
消
防
団
長
ら
に
よ

る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
を
行
い
ま
し
た
。

◆
約
二
百
人
の
参
加
者
か
ら

は
「
体
験
者
の
生
の
声
を
聞
け

て
被
害
の
大
変
さ
が
わ
か
っ

た
、
復
旧
の
苦
労
が
理
解
で

き
た
、
様
々
な
機
会
を
通
じ

て
語
り
継
い
で
行
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
な
ど
の
ご
意
見

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◆
屋
外
で
同
時
に
行
わ
れ
た

体
験
コ
ー
ナ
ー
に
は
、
親
子
連

れ
を
は
じ
め
た
く
さ
ん
の
地

元
中
学
生
な
ど
約
百
人
の
参

加
が
あ
り
、
自
然
災
害
体
験

車
や
、
地
震
体
験
車
、
降
雨
体

験
車
な
ど
に
乗
り
、
災
害
の

再
現
な
ど
を
体
験
し
て
い
ま

し
た
。
水
防
活
動
の
際
に
使

わ
れ
る
、
土
の
う
作
り
や

色
々
な
紐
結
び
の
方
法
も
体

験
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
災
害

の
恐
ろ
し
さ
を
感
じ
災
害
に

備
え
る
心
構
え
を
常
日
頃
か

ら
持
っ
て
い
た
だ
け
る
き
っ

か
け
に
な
っ
た
こ
と
と
思
い

ま
す
。

鬼
怒
川
・
小
貝
川
通
報
連
絡
セ
ン
タ
ー(

下
館

河
川
事
務
所)

で
は
、
十
一
月
三
十
日(

水
）
栃
木
県

宇
都
宮
市
の
岡
本
頭
首
工
上
流
（
鬼
怒
川
八
十
三

㎞
付
近
）
に
お
い
て
、
鬼
怒
川
・
小
貝
川
流
域
の

自
治
体
等
四
十
六
名
の
参
加
で
水
質
事
故
対
策

訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

下
館
河
川
事
務
所
か
ら
は
、
今
年
度
の
水
質
事

故
状
況
の
報
告
を
行
い
、
栃
木
県
鬼
怒
水
道
事
務

所
の
若
色
水
質
課
長
か
ら
、
「
水
中
に
混
合
さ
れ

た
油
」
と
題
し
て
講
義
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

訓
練
内
容
の
説
明
後
、
参
加
者
三
十
名
が
二
班
に

分
か
れ
て
実
働
の
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

下
館
河
川
事
務
所
氏
家
出
張
所
管
内
で
は
、
鬼

怒
川
の
塩
谷
町
上
平
地
先
で
、
「
上
平
低
水
護
岸
工

事
」
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

鬼
怒
川
の
中
流
部
で
は
、
洪
水
に
よ
り
河
岸
が

一
気
に
削
ら
れ
る
状
態
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

今
年
九
月
の
台
風
十
五
号
の
出
水
に
よ
っ
て
同

地
先
に
お
い
て
も
河
岸
の
浸
食
が
さ
ら
に
進
ん
で

い
ま
す
。
現
在
そ
の
対
策
と
し
て
、
河
岸
や
堤
防
が

削
ら
れ
崩
壊
し
な
い
よ
う
「
護
岸
」
を
施
す
工
事
を

行
っ
て
い
ま
す
。

河
川
の
工
事
に
あ
た
り
、
堤
防
の
上
の
道
路
の

通
行
止
や
工
事
車
両
の
通
行
な
ど
地
域
や
河
川
を

利
用
さ
れ
る
皆
様
に
は
、
ご
不
便
、
ご
迷
惑
を
お
か

け
す
る
と
思
い
ま
す
が
、
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す

出
水
期
が
過
ぎ
鬼
怒
川
・
小
貝
川
の
各
管
内
で

河
川
の
工
事
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

下
館
河
川
事
務
所
で
は
、
安
全
な
工
事
の
施
工

の
た
め
に
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

水
海
道
出
張
所
で
は
十
一
月
二
十
四
日
（
木
）
に
、

鎌
庭
出
張
所
で
は
十
二
月
五
日(

月)
に
、
各
工
事

現
場
の
点
検
を
行
い
ま
し
た
。
パ
ト
ロ
ー
ル
で
は
、

各
工
事
施
工
業
者
、
事
務
所
、
出
張
所
職
員
が
各

現
場
を
点
検
し
、
点
検
後
、
工
事
事
故
を
防
止
す

る
た
め
の
安
全
体
制
の
確
認
や
指
導
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

そ
の
他
全
出
張
所
管
内
で
安
全
パ
ト

ロ
ー
ル
を
行
い
安
全
対
策
に
努
め
て
工
事
を
施
工

し
て
い
き
す
。

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
実
施

上平低水護岸工事

鎌庭出張所･水海道出張所管内

工事現場の安全パトロール状況

鬼
怒
川
・
小
貝
川
お
よ
び
そ

の
支
川
で
、(

魚
が
浮
い
て
い
る
、

油
が
流
れ
て
い
る
、
異
臭
が
す

る
、
川
の
色
が
変
で
あ
る
、
異
常

に
泡
が
発
生
し
て
い
る
）
な
ど
の

水
質
異
常
を
発
見
し
た
場
合

は
、
す
ぐ
に
鬼
怒
川
・

小
貝
川

通
報
連
絡
セ
ン
タ
ー
ま
た
は

最
寄
の
市
町
村
役
場
・
消
防
署

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

水質事故の連絡先

● 鬼怒川・小貝川

通報連絡センター
国土交通省

下館河川事務所 管理課

TEL ： 0296‐25‐2169

●最寄の市町村役場

●最寄の消防署

■
水
質
事
故
を
発
見
し
た
ら
、

す
ぐ
関
係
機
関
に
通
報
を
！

講義「水中に混合された油」

訓練内容の説明オイルマット布設、へい死魚の回収

「小貝川水害から２５年 ～語り継ごう小貝川の歴史～」シンポジウムを開催しました体験コーナー

体験した
体験して

いない 知っていた

昭和６１年８月の小貝川

水害を体験しましたか？

昭和６１年８月の小貝川水

害を知っていましたか？

お住まいは？

年齢は？

普段水が流れているところ(低水

路）の護岸を「低水護岸」と呼び、

堤防に護岸を施すことを｢高水護

岸」と呼びます。

また、洪水などで河岸が削られ急

速に復旧する必要がある場合は、

｢災害復旧」を行います。

興味深く説明を聞く子供達子供達からの手紙

十
一
月
十
六
日
筑
西

市
立
河
間
小
学
校
で
、
同

小
学
校
四
年
生
と
先
生

方
計
二
十
二
名
の
受
講

で｢

小
貝
川
の
水
防
と
自

然
に
つ
い
て
」
の
出
前
講

座
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

過
去
の
水
害
や
小
貝

川
の
生
き
物
の
話
を
興

味
深
く
聞
い
て
い
た
子

供
達
か
ら
「
洪
水
の
こ
わ

さ
を
知
る
こ
と
が
で
き

て
良
か
っ
た
。
外
来
種
生

物
が
い
る
と
は
思
わ
な

か
っ
た
。
」
な
ど
、
感
想
を

添
え
た
お
礼
の
手
紙
が

届
き
ま
し
た
。

下
館
河
川
事
務
所
で

は
、
出
前
講
座
を
随
時
受

け
付
け
て
い
ま
す
の
で

ぜ
ひ
ご
利
用
下
さ
い

台風１５号の出水状況

シンポジウム参加者
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鎌庭出張所･水海道出張所管内

工事現場の安全パトロール状況

鬼
怒
川
・
小
貝
川
お
よ
び
そ

の
支
川
で
、(

魚
が
浮
い
て
い
る
、

油
が
流
れ
て
い
る
、
異
臭
が
す

る
、
川
の
色
が
変
で
あ
る
、
異
常

に
泡
が
発
生
し
て
い
る
）
な
ど
の

水
質
異
常
を
発
見
し
た
場
合

は
、
す
ぐ
に
鬼
怒
川
・

小
貝
川

通
報
連
絡
セ
ン
タ
ー
ま
た
は

最
寄
の
市
町
村
役
場
・
消
防
署

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

水質事故の連絡先

● 鬼怒川・小貝川

通報連絡センター
国土交通省

下館河川事務所 管理課

TEL ： 0296‐25‐2169

●最寄の市町村役場

●最寄の消防署

■
水
質
事
故
を
発
見
し
た
ら
、

す
ぐ
関
係
機
関
に
通
報
を
！

講義「水中に混合された油」

訓練内容の説明オイルマット布設、へい死魚の回収

「小貝川水害から２５年 ～語り継ごう小貝川の歴史～」シンポジウムを開催しました

当時の水害写真を見る地元の方々 パネルディスカッション 下館中学校吹奏楽部の演奏和太鼓こゆきの演奏 基 調 講 演

体験コーナー

体験した
体験して

いない 知っていた

昭和６１年８月の小貝川

水害を体験しましたか？

昭和６１年８月の小貝川水

害を知っていましたか？

お住まいは？

年齢は？

普段水が流れているところ(低水

路）の護岸を「低水護岸」と呼び、

堤防に護岸を施すことを｢高水護

岸」と呼びます。

また、洪水などで河岸が削られ急

速に復旧する必要がある場合は、

｢災害復旧」を行います。

興味深く説明を聞く子供達子供達からの手紙

十
一
月
十
六
日
筑
西

市
立
河
間
小
学
校
で
、
同

小
学
校
四
年
生
と
先
生

方
計
二
十
二
名
の
受
講

で｢

小
貝
川
の
水
防
と
自

然
に
つ
い
て
」
の
出
前
講

座
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

過
去
の
水
害
や
小
貝

川
の
生
き
物
の
話
を
興

味
深
く
聞
い
て
い
た
子

供
達
か
ら
「
洪
水
の
こ
わ

さ
を
知
る
こ
と
が
で
き

て
良
か
っ
た
。
外
来
種
生

物
が
い
る
と
は
思
わ
な

か
っ
た
。
」
な
ど
、
感
想
を

添
え
た
お
礼
の
手
紙
が

届
き
ま
し
た
。

下
館
河
川
事
務
所
で

は
、
出
前
講
座
を
随
時
受

け
付
け
て
い
ま
す
の
で

ぜ
ひ
ご
利
用
下
さ
い

台風１５号の出水状況

シンポジウム参加者

アンケート結果


